






















































































































































































 では硯症状の発現に』(56)K.T.8  q縦…眼(膣了トロヒ。























































































































































































審 査結 果 要
旨
 LSD〔d-1ysergl£addd量e忠hy噴amide)中毒i時には精神面に蠢ける特異な変
 化とともに,錯視・幻視等の多彩桑視覚変化が出現する.これらの病的現象健多ぐの場合,精神病
 理学の研究対象となるものであるが,一方LSDによる視覚系の機能変化が根底にあることも予想
 されろ.
 著者は健康な精神科医を被,験苦として,LSD25r-507を服用せしめ,臨界融合頻度'竃
 姻光四徳及ぴ光刺激閾の変化を労研式フリッカ洲直測定器・本川式電気閃光値醐窟器,ナーゲル
 順応計で測定して,硯症状との関連を鐙討し,LSDによる視覚変化の発現機転について考案し、た.
 1.251-507のLSDにより臨界融合頻度は増加し,電気閃光1!llJ直と光刺激閾は低下する.
 暗順応曲線の第1相は上昇し第2相`=仁低下する.
 2.臨界融合頻度の出現様式はLSDによつて特異な変化を受け,著者が上臨界値と名ずけた現
 象が蔚こる.
 ろ.臨界融合頻度と上臨尉直の変化はLSDの視症状の推移に多ぐの場合平得するが,電気閃光
 閥腹と光刺融閾はあまり平行しない.
 4.LSDによつて増加した臨界融合頻度はヒスタミン・抗ヒスタミン剤の併用細よび途中に挿
 入した睡眠によって減少する.■
 5.疲労時や不眠后にLSDを服用すると,臨界融合頻度とLSD症状の変化とは平行しない場
 合が稀ならずある、
 6.瞳孔の変化による影響を除のた場合にも臨界融合頻度はLSDによつて増加する.上臨界値
 はLSDに特有な現象でンLSDによる視野の振顫と視標の光filll旗とが関連して生ずる一顧の融合
 現象と考えられる.
 LSDによる電気閑光閾笹の低下は視覚系の被刺敵性の亢進にもとずくものである.
 暗順応曲線の中,LSDによって第1相が上昇する所見は白光の増強に対応し,第2楕が低下す'
 る・所見は眩しさの閾値の低下に対応するように思わ九る.LSDにより錘体は興奮性をまし,柾体
 の刺激性も高まるものと考えられ,る.
 LSDによる臨界融合頻度の増加は,中枢神経系統の全般的機能亢進の部分症候と考えられる反
 面争光刺激閥の低下に起因するとも解釈され得る.
 臨床症状と上述の所見とを対応せしめた結果,LSDの末イ省作用の基盤の上に,幻視発現準備状
 態ともいうべきものが出来上りシこれにさらに池の中枢1芭状が加わって一一層複雑な幻視が発現する
 に至るであろうと著者は推論}している。
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